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2023年3月15日 

合同会社コビトランド 

広報委員会 

 

2022年度コビトハウス・オレンジハウス 自己評価実施結果報告書

１） コビトハウス自己評価実施結果 

調査概要 

 調査方法：保護者に QR コードと郵送・職員も QR コードでの無記名式質問紙調査 

実施時期：2022 年 11 月 18 日～12 月 9 日 

対象人数：保護者 23 名 職員全体 16 名 

回収率：保護者 11 部（48％）職員 14 部（88％） 

 

保護者評価の結果・職員評価の結果 

 この結果については、それぞれの項目について、円グラフで表示しています。 

なお、自由記述欄の特記すべき内容としては、以下のような回答がありました。 

・箸の使い方など作業療法も、取り入れてほしい 

 

サービスの改善に向けて検討すべき課題 

 この結果を受けて職員で話し合ったところ、今後コビトハウスのサービス改善に向けて検討すべき

課題として、次年度の課題として次の３つが挙げられました。 

①一部項目を検討する 

②職員の研修情報や年２回の避難訓練等の内容をコビト通信で、保護者に伝えられるようにする。 

③子どもの発達状況や課題・育児に関する助言等の支援については、日頃から保護者とのコミュニ

ケーションをより多く取るようにする。 

職員評価については、以下の２つが挙げられました。 

  ①関係機関との連携を強化し、より質の高いサービス提供を行う。 

  ②地域に開かれた事業所となるよう、地域交流や保護者会の開催などを検討していく。 

 

今年度自己評価実施で改善したこと 

 保護者アンケートは、郵送の他、スマホ・タブレットでの QR コード回答を追加しました。（要望な

どを書き込めるよう自由記載欄を設け）これにより、11 件の回答うち 5 件の QR コード回答がありまし

た。 

 

２）オレンジハウス自己評価実施結果 

調査概要 

 調査方法：保護者に QR コードと郵送・職員も QR コードでの無記名式質問紙調査。  

実施時期： 2022 年 11 月 18 日～12 月 9 日  

対象人数：保護者 29 名  職員全体 16 名 

回収率：保護者 17 部（59％）職員 14 部（88％） 

 

保護者評価の結果・職員評価の結果 

この結果については、それぞれの項目について、円グラフで表示しています。 

なお、自由記述欄の特記すべき内容としては、以下のような回答がありました。 

・箸の使い方など作業療法も、取り入れてほしい 

・バスや JR などの公共交通機関を使ったお出かけなどを企画してほしい 

・お迎えの際に、ネームプレートが見えるようにしてほしい 

・送迎車に職員一人なのは、安全面が不安 

 

サービスの改善に向けて検討すべき課題 

 今後のオレンジハウスのサービス改善に向けて検討すべき課題として下記項目と自由記述欄の回答

について以下のように話し合いました。 
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【児童発達支援】 

項目⑧｢園との情報共有、連絡調整を適切に行っているか｣、自由記述欄の特記すべき内容として｢お迎

えの際に、ネームプレートが見えるようにしてほしい｣ 

  ↓ 

話し合った結果、以下のように対応することとしました。 

①保護者の了解を得て個別に園の訪問や連携を図っており今後も必要に応じて継続する。 

②ネームプレートについて職員の意識を改めるよう周知徹底する。 

 

【放課後等デイサービス】 

項目⑥｢学習支援について必要に応じて宿題のフォローなどを適切に行っているか｣  

⑪｢保護者に対して育児に関する助言等の支援が行われているか｣  

⑫｢子どもや保護者からの苦情があった場合に迅速かつ適切に対応しているか｣、 

自由記述欄より｢送迎車に職員一人なのは安全面が不安です｣ 

  ↓ 

話し合った結果、以下のように対応することとしました。 

・学校の宿題を基本に学習支援を継続し連絡帳に詳細を明記し保護者へ共有を図る。 

・育児への助言や苦情等への対応について送迎時や電話・面談などの機会を利用して保護者の困りごと

に耳を傾け安心して利用できるよう支援する 

・送迎について、適正な職員配置を継続する。 

・送迎のあり方等について別途コビトランド通信にて保護者が安心できるよう共有する。 

 

職員評価について 

 項目⑩「子どもの適応行動の状況を図るために標準化されたアセスメントツールを使用しているか」   

  ↓ 

 話し合った結果、新年度は標準化されたアセスメントツールを用いたアセスメントを実施する。また

職場内研修等を実施して理解を深めエビデンスに基づいた支援に役立てる。 

 

全体として 各種のマニュアル策定・避難訓練・職員研修・アンケート結果の公表について等、適

正に実施していることが確認できました。しかし様々なことについて情報発信や共有について課題が

あることが浮き彫りとなる結果であり次年度の課題としました。 

 

今年度自己評価実施で改善したこと 

 保護者アンケートに、活動のことや要望などを書き込めるよう、自由記載欄を設けました。これに

より、普段聞き取れない貴重なご意見をいただくことができました。 

 

3）総合的な評価 

 

今年度の自己評価は、初めて QR コードとメールフォームを取り入れました。これまでどおり紙のア

ンケートも同時に実施したため、広報委員会は大変だったと思います。結果もわかりやすく円グラフ

でお知らせすることができました。何か少しでも新しいことに挑戦するのは、素晴らしいことです。

職員のみなさん、回答にご協力くださった保護者様、本当にありがとうございました。 

私どもの日々の取り組みを、ご家庭や地域の皆さまにわかりやすく楽しく伝えられるよう、動画配

信もスタートしました。これからも、スタッフ一同力を合わせて、子どもたちの支援に取り組みま

す。引き続きコビトハウス・オレンジハウスをどうぞよろしくお願いいたします。 

 

なお、この文書も含めてこれまでに行った自己評価の結果は以下の URL でご覧になれます。 

合同会社コビトランドホームページアドレス http://www.kobitoland.com 

「よくある質問」→「事業所の自己評価の実施状況はどうなっていますか？」 

http://www.kobitoland.com/qa/index.html 

http://www.kobitoland.com/
http://www.kobitoland.com/qa/index.html
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（文責：2022 年度 合同会社コビトランド広報委員会 髙野康彦・北田亜希・鈴木ゆき） 
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